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将来的には少子高齢化・人口減少だが

現状は生産年齢人口の比率が高い ポテンシャル

の高いまち

～まちの内と外,淵野辺駅と鹿沼公園をゆるやかにつなぐ～～まちの内と外,淵野辺駅と鹿沼公園をゆるやかにつなぐ～

公民館跡地の空地に
駅からの緩やかな動線

図書館跡地にカフェ/
スケートリンク建設

淵野辺エリア
地域住民

相模原市役所
都市計画課

駅利用者

入り口が見えない

駅と鹿沼公園の

距離が近い

閑散とした雰囲気

まちの縁側まちの縁側

・淵野辺駅から鹿沼公園出入り口への視認性の低さ

・駅北側の繁盛に比べ南側のやや閑散とした雰囲気

・鹿沼公園の整備に伴う周辺の有効活用の低さ

・行政によるまちづくり事業(鹿沼公園再整備等)の

　具体的詳細の未決定

計画概要

背景・現状

縁側
・意図的な縁側要素

　道路空間・オープンスペースに人が集まる空間へ

・物理的縁側

　施設に縁側を設ける、内と外の空間を作る

提案方針

駅利用者 地域住民
キッチン

カー
お客さん 地域住民 来訪者

公民館跡地に駐車場を設けることによって

鹿沼公園へ徒歩で誘導し車中心だった移動を歩行者中心にする！

淵野辺の魅力
・十分な敷地をもつ自然豊かな鹿沼公園

・駅と鹿沼公園の距離が近い

・生産年齢人口の割合が高く、住民の活気がある

　→①

× ××

自然豊かな鹿沼公園

公民館跡地に施設を建設
鹿沼公園に車で来た人を促す

図書館跡地の屋外空間の整備

跡地の施設整備によ
り、駅と鹿沼公園で
縁側のような緩やか
な動線を創出する

令和2年国勢調査に基づく相模原市の将来人口推計について

中間

屋内

淵野辺の地域住民、
行政、駅利用者が整
備された空間を介し
て関わりあう

外

出典：townphoto. net

日本大学　理工学部　まちづくり工学科　3年2班日本大学　理工学部　まちづくり工学科　3年2班

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/028/728/0602/02.pdf


広場

ポイント数 内容
1~3 本提供（/冊）
50 イベントボランティア
100 出店

ソフト計画
鹿沼公園と大野北公民館跡地、図書館跡地、わし座通りの計４エリアをつなぐ
情報発信

既存の鹿沼公園HP・大野北公民館HP等
に、周辺情報発信を加える
新しくインスタグラムの開設

イベントの開催
縁日：商店街や周辺の店舗から出店者を
集う。主に地域にある飲食店や物販店が
並ぶ。
小学生・保護者向けワークショップ（料
理）：周辺の飲食店舗の方にご協力をお願
いし、子供たちに料理を教える。

ポイントシステム
イベント運営や敷地内の施設へ貢献していた
だいた方には、敷地内にて日常時とイベント
時で使えるポイントを贈与。

整備後イメージ

ロータリー

歩行者動線

スケート場：夏はローラースケート　　　　　　冬はスケート場
銀河アリーナスケート場が閉鎖になるため代替場所として設置（住民の意見を反映）
カフェ：縁側のある憩いの場。壁やカ　　　　フェの一部に本棚があり、小　　　　さな図書館としても機能

林の広場：木陰でゆっくりと本を読める空間。整備後も鹿沼公園の自然豊かな要素を残す。

②図書館跡地

歩行空間に屋根を設置縁側要素を取り入れたスペースで滞留を生む

③わし座通り

ベンチの素材には鹿沼公園の木の廃材を再利用する

生垣/フェンスの除去

ベンチのイメージ

整備開始 住民と駅利用者がゆるやかにつながる 外部からもゆるやかにつながる より住みやすくなる
淵野辺で愛されるまち 相模原市で愛されるまち

時間軸・将来像 まちづくり事業に伴いわし座通りと図書館跡地、公民館跡地の整備
外部から訪れる人と地域住民が縁側の交流のように関わることができる

住民と駅利用者が内と外がつながる縁側的要素により交流が進む
縁側のようなつながりがまち全体に広がり、誰もが心地よく過ごせる

①大野北公民館跡地

▼広場イメージ ▲ロータリーイメージ（牛久駅）
大野北公民館跡地を再整備駐車場や施設を設け一時的に憩える広場も設ける駅から鹿沼公園へ見通しを良くするロータリーも併せて再整備

※現金併用可能。ポイント利用時に購入可能な商品は店舗ごとに異なります。

計画案

林の広場

出典：武蔵境プレイスHP
出典：鹿沼公園HP

出典：日経クロステック

出典：RP TIMES

画像出典：Microsoft Copilot

出典：Google Map


